
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外筒（１２，３２，６２，８２）と、外筒内で軸線方向に移動可能に挿入収納された筆記
媒体（２０，４０，７０）と、筆記媒体を後方に付勢する弾性体（２２，４２，７２）と
、ノック操作されるために外筒より外方に露出したノック体（２４，４４，７４）と、を
備え、ノック体の操作によって、筆記媒体が外筒内へ退没した退没位置と筆記媒体の先端
が外筒の先端より突出した前進位置との間を遷移するノック式筆記具において、
外筒（１２，３２，６２）内には筆記媒体（２０，４０，７０）の位置決めを行う係合体
（２４，４６，７６）が設けられ、該係合体に係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）が形
成されると共に、外筒（１２，３２，６２）に基端が固定されたクリップ（２８，４８）
の反基端部の裏面には、前端側に係止受部（２８ｅ，４８ｅ）を備えた係止受け突部（２
８ｂ，４８ｂ）が形成されており、係止受け突部に対応して外筒（１２，３２，６２）に
は案内孔（１２ａ，３２ａ，６２ａ）が形成されて、案内孔は係止受け突部（２８ｂ，４
８ｂ）に対して横方向片側のみが係止受け突部よりも幅広くなっており、かつ後端には後
方に向かうに連れて漸次、係止受け突部の在る側に向かうカム面（１２ｂ，３２ｂ）が形
成され、この案内孔（１２ａ，３２ａ，６２ａ）を通って係止突起（２６ａ，４６ａ，７
６ａ）が係止受部（２８ｅ，４８ｅ）に係合することにより筆記媒体（２０，４０，７０
）が前進位置に保持される一方、係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）が係止受部（２８
ｅ，４８ｅ）に非係合となり係止受け突部（２８ｂ，４８ｂ）よりも後方に位置すること
により筆記媒体（２０，４０，７０）が退没位置に保持され、
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外筒（１２，３２，６２）内にはノック体（２４，４４）と一体のまたはノック体（７４
）の操作により前進するノックバー（２５，４５，７５）が設けられ、該ノックバーには
係合体（２６，４６，７６）と係合可能なカム部（２５ａ，４５ａ，７５ａ）が形成され
ており、該カム部が、前記係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）を、係止受け突部（２８
ｂ，４８ｂ）よりも後方から係止受け突部を越して係止受部（２８ｅ，４８ｅ）まで誘導
すると共に、前記係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）を、係止受部（２８ｅ，４８ｅ）
から係止受け突部（２８ｂ，４８ｂ）を回避させ横方向片側を通り案内孔（１２ａ，３２
ａ，６２ａ）のカム面（１２ｂ，３２ｂ）に摺接させて、係止受け突部よりも後方まで誘
導することを特徴とするノック式筆記具。
【請求項２】
前記ノックバー（２５，４５，７５）のカム部（２５ａ，４５ａ，７５ａ）は、前記係合
体（２６，４６，７６）の前記係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）に係合可能となって
おり、係止突起を、係止受け突部（２８ｂ，４８ｂ）よりも後方から係止受け突部を越し
て係止受部（２８ｅ，４８ｅ）まで誘導する第１カム面（２５ｂ，４５ａ１，７５ａ１）
と、前記係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ）を、係止受部（２８ｅ，４８ｅ）から係止
受け突部（２８ｂ，４８ｂ）を回避させ横方向片側を通り案内孔（１２ａ，３２ａ，６２
ａ）のカム面（１２ｂ，３２ｂ）に摺接させて、係止受け突部よりも後方まで誘導する第
２カム面と、を有することを特徴とする請求項１記載のノック式筆記具。
【請求項３】
前記係合体（４６，７６）には、前記係止突起（４６ａ，７６ａ）とは別に、前記ノック
バー（４５，７５）のカム部（４５ａ，７５ａ）と係合するカム受部（４６ｄ，７６ｄ）
が形成されることを特徴とする請求項１記載のノック式筆記具。
【請求項４】
外筒（８２）と、外筒内で軸線方向に移動可能に挿入収納された筆記媒体（７０）と、筆
記媒体を後方に付勢する弾性体（７２）と、ノック操作されるために外筒側面より外方に
露出したノック体（７４）と、を備え、ノック体の操作によって、筆記媒体が前進して、
筆記媒体が外筒内へ退没した退没位置と筆記媒体の先端が外筒の先端より突出した前進位
置との間を遷移するノック式筆記具において、
外筒（８２）内には筆記媒体（７０）と連結されて筆記媒体の位置決めを行う係合体（８
６）が設けられ、該係合体に係止突起（８６ａ）が形成されると共に、外筒（８２）に基
端が固定されたクリップ（４８）の反基端部の裏面には、前端側に係止受部（４８ｅ）を
備えた係止受け突部（４８ｂ）が形成されており、係止受け突部に対応して外筒（８２）
には案内孔（８２ａ）が形成されて、案内孔は係止受け突部（４８ｂ）に対して横方向片
側のみが係止受け突部よりも幅広くなっており、さらに案内孔（８２ａ）には、係止受部
（４８ｅ）と対向する前端部に、前方に向かうに連れて漸次、係止受け突部の無い側に向
かう前端カム面（８２ｄ）が形成されると共に、後端部に、後方に向かうに連れて漸次、
係止受け突部の在る側に向かう後端カム面（８２ｂ）が形成されており、
この案内孔（８２ａ）を通って係止突起（８６ａ）が係止受部（４８ｅ）に係合すること
により筆記媒体（７０）が前進位置に保持される一方、係止突起（８６ａ）が係止受部（
４８ｅ）に非係合となり係止受け突部（４８ｂ）よりも後方に位置することにより筆記媒
体が退没位置に保持され、
ノック体（７４）のノック操作を行って前記退没位置にある筆記媒体を前進させることに
より、前記係止突起（８６ａ）を、係止受け突部（４８ｂ）よりも後方から係止受け突部
を越して係止受部（４８ｅ）まで移動させると共に、ノック体（７４）のノック操作を行
って前記前進位置にある筆記媒体（７０）を前進させることにより、前記係止突起（８６
ａ）を、係止受部（４８ｅ）から前端カム面（８２ｄ）に摺接させて係止受け突部（４８
ｂ）を回避させ横方向片側を通り後端カム面（８２ｂ）に摺接させて、係止受け突部（４
８ｂ）よりも後方まで移動させることを特徴とするノック式筆記具。
【請求項５】
前記係合体（２６，４６，７６，８６）には、係止突起（２６ａ，４６ａ，７６ａ，８６
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ａ）を内径方向に撓ませるためのスリット（２６ｂ，４６ｂ，７６ｂ，８６ｂ）が形成さ
れていることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載のノック式筆記具。
【請求項６】
係止受け突部（２８ｂ，４８ｂ）の後部には、後方に向かうに連れて漸次高さが低くなる
よう傾斜した傾斜面（２８ｃ，４８ｃ）が形成され、係止突起（２６ａ）の頂部には、前
方に向かうに連れて漸次高さが低くなるよう傾斜した傾斜面（２６ｃ）が形成されること
を特徴とする請求項５記載のノック式筆記具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ボールペン、シャープペンシル、マーカー等の筆記媒体をノックによって、筆
記媒体の先端が外筒の先端より突出した前進位置まで移動させるノック式筆記具に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種のノック式筆記具は、外筒と、外筒内において軸線方向に移動可能に挿入収
納された筆記媒体と、筆記媒体を後方に付勢する弾性体と、外筒に基端が固定されたクリ
ップと、ノック操作されるために外筒より外方へ露出したノック体と、を備えており、ノ
ック体の操作によって、筆記媒体が外筒内へ退没した退没位置から、筆記媒体の先端が外
筒の先端より突出した前進位置まで、移動するようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来のノック式筆記具では、筆記媒体を退没させるのを忘れて
、洋服のポケットの縁にクリップを差し込んでポケットに収納すると、筆記媒体によって
ポケットを汚したり、孔をあけたりすることがあるという課題がある。
【０００４】
かかる課題が解消されたノック式筆記具としては、本出願人の出願による実公平５－２５
９１５号公報または実公平６－１５７３５号公報に記載されたものがある。これら公報に
開示されたノック式筆記具では、クリップが外筒の後端から突出したノック体と一体とな
っており、クリップの先端の裏面に係止突起が設けられており、この係止突起が外筒に形
成された係止受部に係合することで、筆記媒体が前進位置に保持されるようになっている
。このノック式筆記具では、クリップをポケットに差し込むためクリップの先端を外筒か
ら離そうとすると、係止突起と係止受部との係合が外れるために、自動的に筆記媒体が退
没し、ポケットの汚れや損傷を防止することができる。しかしながら、ノック体をノック
するのと一緒にクリップが移動するため、クリップを握っていてはノックすることができ
ず、ノックがしにくいという課題を有しており、さらに、退没位置に戻すためにはクリッ
プの両端を上下に揺動させなければならず、ノック体のノックでは収納位置に戻すことが
できないため、前進のための操作と退没のための操作が異なり、操作しにくいという課題
がある。
【０００５】
本発明はかかる課題に鑑みなされたもので、請求項１ないし請求項６記載の発明は、ノッ
クの操作性が良く、且つ、クリップを使用する際には自動的に筆記媒体を退没位置に戻す
ことができるノック式筆記具を提供することをその目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明のうち請求項１記載の発明は、外筒と、外筒内で軸線方
向に移動可能に挿入収納された筆記媒体と、筆記媒体を後方に付勢する弾性体と、ノック
操作されるために外筒より外方に露出したノック体と、を備え、ノック体の操作によって
、筆記媒体が外筒内へ退没した退没位置と筆記媒体の先端が外筒の先端より突出した前進
位置との間を遷移するノック式筆記具において、
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外筒内には筆記媒体の位置決めを行う係合体が設けられ、該係合体に係止突起が形成され
ると共に、外筒に基端が固定されたクリップの反基端部の裏面には、前端側に係止受部を
備えた係止受け突部が形成されており、係止受け突部に対応して外筒には案内孔が形成さ
れて、案内孔は係止受け突部に対して横方向片側のみが係止受け突部よりも幅広くなって
おり、

この案内孔を通って係止突起が係止受部に係合することにより筆記媒体が前進
位置に保持される一方、係止突起が係止受部に非係合となり係止受け突部よりも後方に位
置することにより筆記媒体が退没位置に保持され、
外筒内にはノック体と一体のまたはノック体の操作により前進するノックバーが設けられ
、該ノックバーには係合体と係合可能なカム部が形成されており、該カム部が、前記係止
突起を、係止受け突部よりも後方から係止受け突部を越して係止受部まで誘導すると共に
、前記係止突起を、係止受部から係止受け突部を回避させ横方向片側を通り

係止受け突部よりも後方まで誘導することを特徴とすることを特徴とす
る。
【０００７】
ノック体を操作して、ノック体と一体の、またはノック体の操作と共に前進するノックバ
ーのカム部を係合体に係合させて、弾性体の付勢力に抗して、係止突起を前方へ押圧する
。ノックバーのカム部が、係止突起を、クリップの係止受け突部よりも後方から係止受け
突部を越えさせて、係止受け突部の前端側に備えられた係止受部まで移動させる。こうし
て、係止突起が係止受部に係合し、筆記媒体は、その先端が外筒の先端より突出した前進
位置に保持される。この状態で筆記することができる。
【０００８】
再び、ノック体を操作して、ノックバーのカム部を係止突起に当接させて、カム部及び弾
性体の付勢力によって、係止突起を、係止受部から係止受け突部を回避して係止受け突部
よりも後方まで移動させる。こうして、係止突起が係止受部と非係合となり係止受け突部
よりも後方に位置し、筆記媒体が外筒内へ退没した退没位置に保持される。
【０００９】
また、請求項２記載の発明は、請求項１記載のものにおいて、前記ノックバーのカム部は
、前記係合体の前記係止突起に係合可能となっており、前記係止突起を、係止受け突部よ
りも後方から係止受け突部を越して係止受部まで誘導する第１カム面と、前記係止突起を
、係止受部から係止受け突部を回避させ横方向片側を通り係止受け突部よりも後方まで誘
導する第２カム面と、を有することを特徴とする。
【００１０】
ノックバーのカム部の第１カム面と第２カム面とによって係止突起が所定のルートを確実
に誘導されるため、誤作動が起こることはない。
【００１１】
請求項３記載の発明は、請求項１記載のものにおいて、前記係合体には、前記係止突起と
は別に、前記ノックバーのカム部と係合するカム受部が形成されることを特徴とする。
【００１２】
係止突起とは別にカム受部が係合体に形成されているため、安定してノックバーのカム部
による係合体の誘導動作を行わせることができる。
【００１３】
請求項４記載の発明は、外筒と、外筒内で軸線方向に移動可能に挿入収納された筆記媒体
と、筆記媒体を後方に付勢する弾性体と、ノック操作されるために外筒側面より外方に露
出したノック体と、を備え、ノック体の操作によって、筆記媒体が前進して、筆記媒体が
外筒内へ退没した退没位置と筆記媒体の先端が外筒の先端より突出した前進位置との間を
遷移するノック式筆記具において、
外筒内には筆記媒体と連結されて筆記媒体の位置決めを行う係合体が設けられ、該係合体
に係止突起が形成されると共に、外筒に基端が固定されたクリップの反基端部の裏面には
、前端側に係止受部を備えた係止受け突部が形成されており、係止受け突部に対応して外

10

20

30

40

50

(4) JP 3626041 B2 2005.3.2

かつ後端には後方に向かうに連れて漸次、係止受け突部の在る側に向かうカム面が
形成され、

案内孔のカム
面に摺接させて、



筒には案内孔が形成されて、案内孔は係止受け突部に対して横方向片側のみが係止受け突
部よりも幅広くなっており、 案内孔には、係止受部と対向する前端部に、前方に向
かうに連れて漸次、係止受け突部の無い側に向かう前端カム面が形成され

ており、
この案内孔を通って係止突起が係止受部に係合することにより筆記媒体が前進位置に保持
される一方、係止突起が係止受部に非係合となり係止受け突部よりも後方に位置すること
により筆記媒体が退没位置に保持され、
ノック体のノック操作を行って前記退没位置にある筆記媒体を前進させることにより、前
記係止突起を、係止受け突部よりも後方から係止受け突部を越して係止受部まで移動させ
ると共に、ノック体のノック操作を行って前記前進位置にある筆記媒体を前進させること
により、前記係止突起を、係止受部から前端カム面に摺接させて係止受け突部を回避させ
横方向片側を 係止受け突部よりも後方まで移動させること
を特徴とする。
【００１４】
ノック体を操作して、退没位置にある筆記媒体を、弾性体の付勢力に抗して前進させるこ
とにより、筆記媒体に連結された係合体の係止突起に、クリップの係止受け突部よりも後
方から係止受け突部を越して、係止受け突部の前端側に備えられた係止受部まで移動させ
る。こうして、係止突起が係止受部に係合し、筆記媒体は、その先端が外筒の先端より突
出した前進位置に保持される。この状態で筆記することができる。
【００１５】
ノック体を操作して、前進位置にある筆記媒体を前進させることにより、係止受部から前
端カム面に摺接させて係止受け突部を回避して係止受け突部よりも後方まで移動させる。
こうして、係止突起が係止受部と非係合となり係止受け突部よりも後方に位置し、筆記媒
体が外筒内へ退没した退没位置に保持される。
【００１６】
請求項５記載の発明は、請求項１ないし４のいずれか１項に記載のものにおいて、前記係
合体には、係止突起を内径方向に撓ませるためのスリットが形成されていることを特徴と
する。
【００１７】
係止突起が、クリップの係止受け突 に干渉したときに、係止突起が内径方向に撓んで係
止受け突 をくぐり抜けることで、係止受け突 の前側に移動することができる。また、
このときの抵抗を操作者がノック体を通じて感じることで、節度感を得ることができ、操
作性を向上させることができる。
【００１８】
請求項６記載の発明は、請求項５記載のものにおいて、係止受け突部の後部には、後方に
向かうに連れて漸次高さが低くなるよう傾斜した傾斜面（２８ｃ）が形成され、係止突起
の頂部には、前方に向かうに連れて漸次高さが低くなるよう傾斜した傾斜面（２６ｃ）が
形成されることを特徴とする
係止突起が、クリップの係止受け突 に干渉したときに、係止受け突部の傾斜面と係止突
起の傾斜面とが摺接することで、係止突起が円滑に係止受け突部を越えることができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の実施の形態を説明する。図１及び図２は、本発明に係るノッ
ク式筆記具の第１実施形態を表す縦断面図である。図示のものは、筆記具としてボールペ
ンに適用した例であり、筆記媒体はインキを収容したレフィールとなっている。
【００２０】
このノック式筆記具１０は、後筒１４、後筒１４の先端に螺着される先筒１６及び先筒１
６の先端に螺着される先具１８とからなる外筒１２を備えており、外筒１２内には、筆記
媒体としてのレフィール２０が軸線方向に移動可能に挿入収納されている。先具１８の内
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部に形成された段部１８ａとレフィール２０に形成されたバネ受け２０ａとの間に弾性体
であるバネ２２が介挿されており、バネ２２はレフィール２０を常時、後方へ付勢してい
る。
【００２１】
レフィール２０の後端は係合体２６に挿入されており、レフィール２０と共に係合体２６
が外筒１２内を移動するようになっている。係合体２６の周面には、図３に示すように外
径方向に突出した係止突起２６ａが形成されると共に、係止突起２６ａの３方を取り囲む
ようにしてスリットであるＵ字状孔２６ｂが形成されている。このＵ字状孔２６ｂによっ
て係止突起２６ａは、径方向内方に撓むことができるようになっている。また、係止突起
２６ａの頂部は、前方に向かうに連れて漸次高さが低くなるよう形成された傾斜面２６ｃ
となっている。
【００２２】
係合体２６の後端は、ノックバー２５の中に摺動可能に挿入される。ノックバー２５には
、その先端に前記係合体２６の係止突起２６ａに当接可能なカム部２５ａが形成されてい
る。カム部２５ａは、先端に向かって鋭利な形状となっており、その両側面は第１カム面
２５ｂと第２カム面２５ｃとなっている。また、ノックバー２５の外周面には、軸線方向
に伸びる縦溝２５ｄが複数形成されており、対応する後筒１４の内周面には、縦リブ１４
ａが形成されており、縦溝２５ｄと縦リブ１４ａとが嵌合することで、ノックバー２５は
外筒１２に対して相対回転不能となっている。ノックバー２５の後端部は一体的にノック
体２４となり、ノック体２４は後筒１４より後方に突出して外方に露出している。但し、
ノック体２４とノックバー２５は、別体としてもよい。
【００２３】
外筒１２の外周後部には、クリップ２８の基端２８ａが嵌着されている。クリップ２８の
反基端部の裏面には、外筒１２の方へ突出する係止受け突部２８ｂが形成されている。係
止受け突部２８ｂの後部には、図４（ａ）に示すように、後方に向かうに連れて漸次高さ
が低くなるよう傾斜した傾斜面２８ｃが形成される。また、係止受け突部２８ｂの前端側
には、図４（ｂ）に示したように、前方に向かうに連れて漸次幅が狭くなるよう傾斜した
カム面２８ｄが形成されると共に、前方に向けて開口し前記係止突起２６ａを収容可能な
係止受部２８ｅがカム面２８ｄの後端に連設されている。
【００２４】
外筒１２（後筒１４）の外周面には、係止受け突部２８ｂに対応して案内孔１２ａが形成
されている。図５に示すように、案内孔１２ａは、係止受け突部２８ｂ（仮想線で示す）
に対して横方向片側だけが係止受け突部２８ｂよりも幅広くなっている。案内孔１２ａの
後端には、後方に向かうに連れて漸次、係止受け突部２８ｂの在る側に向かうカム面１２
ｂが形成されている。
【００２５】
この案内孔１２ａを係合体２６の係止突起２６ａが貫通している。また、前記ノックバー
２５のカム部２５ａの先端は、係止受部２８ｅとカム面２８ｄとの境目付近を通過する軸
線方向線上にくるように設定されており（図６参照）、その境目よりカム面２８ｄ側に第
１カム面２５ｂが、係止受部２８ｅ側に第２カム面２５ｃが配置されている。
【００２６】
以上のように構成されるノック式筆記具の作用を図６を参照しながら以下に説明する。
【００２７】
非使用時、レフィール２０は、バネ２２によって後方へ付勢されて、外筒１２内に完全に
収納された退没位置にある。このとき、係合体２６の係止突起２６ａは案内孔１２ａのカ
ム面１２ｂの最後端で案内孔１２ａに当接しており（図６（ａ））、係合体２６及びレフ
ィール２０がこれ以上後方へ後退するのを阻止している。
【００２８】
次に、レフィール２０を使用するため、使用者がノック体２４を前方に向けてノックする
と、ノックバー２５のカム部２５ａの第１カム面２５ｂが係止突起２６ａに当接して係止
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突起２６ａを前方へ押し出す（図６（ｂ））。係止突起２６ａはクリップ２８の係止受け
突部２８ｂに干渉するが、係止受け突部２８ｂの傾斜面２８ｃと係止突起２６ａの傾斜面
２６ｃとが摺接し、係止突起２６ａはその撓み性を利用して、傾斜面２８ｃに沿って外筒
１２内へと潜り込むので、係止受け突部２８ｂを通過することができる。第１カム面２５
ｂにより係止突起２６ａは、横方向にそれて係止受け突部２８ｂから逃げるようなことが
なく、軸線方向まっすぐに前進し、係止受け突部２８ｂを通過する。
【００２９】
係止突起２６ａは係止受け突部２８ｂを通過した後、案内孔１２ａの前端まで到達する（
図６（ｃ））。
【００３０】
次いで、使用者がノック体２４への力の付加を緩めると、バネ２２によりレフィール２０
及び係合体２６が後方へ移動する。係止突起２６ａは、ノックバー２５のカム部２５ａの
第１カム面２５ｂに誘導されて、横方向にそれることなく、軸線方向にまっすぐに後退し
、係止受け突部２８ｂのカム面２８ｄに当接した後、これを摺接し、係止受部２８ｅへと
到達して、係止受部２８ｅと係合する（図６（ｄ））。これにより、レフィール２０はそ
の後退移動が禁止され、レフィール２０の先端が外筒１２の先端より突出した前進位置に
保持されるので、使用に供されることになる。
【００３１】
使用が終了し、再び使用者がノック体２４をノックすると、ノックバー２５のカム部２５
ａの第２カム面２５ｃが係止突起２６ａに当接して、係止突起２６ａを前方へ押し出す。
これにより、係止突起２６ａは、係止受部２８ｅから離脱し、ノックバー２５のカム部２
５ａの第２カム面２５ｃを摺接し、係止受け突部２８ｂの在る側と横方向反対側へと移動
する（図６（ｅ））。そして、使用者がノック体２４への力の付加を止めると、係止突起
２６ａは係止受け突部２８ｂの傍らを通って後退し、カム面１２ｂに当接した後、カム面
１２ｂを摺接してその最後端の位置に戻る。これによりレフィール２０は退没位置に戻り
外筒１２内に収納される（図６（ｆ））。
【００３２】
クリップ２８の基端２８ａは外筒１２に固定されているため、ノック体２４のノックと共
にクリップ２８が移動することはなく、クリップ２８を握っていてもノック体２４のノッ
ク操作はできるため、操作性の良いものとなっている。また、レフィール２０を退没位置
に戻すときも、ノック体２４のノックで行うことができ、即ち、前進位置と退没位置との
切換をノック体２４のノックだけで行うことができるため、操作性が良い。
【００３３】
また、ノック体２４に力を加える前進時には、係合体２６の係止突起２６ａに強制的にク
リップ２８の係止受け突部２８ｂの下をくぐらせているため、その際の抵抗が操作者に節
度感を与えることになる。その一方で、後退時のノック体２４に力を加えない時には、係
止突起２６ａにクリップ２８の係止受け突部２８ｂの傍らを移動させるようにしたので、
係止突起２６ａが途中で引っかかることなく動作が円滑に行われることとなる。
【００３４】
使用者がレフィール２０を収納し忘れてレフィール２０が前進位置にある状態で、筆記具
をポケット等に入れようとして、クリップ２８の反基端部を外筒１２から遠ざかる方向に
動かすと、係止受部２８ｅと係止突起２６ａとの係合が解除されるので、レフィール２０
は、自動的にバネ２２の付勢力で後方へ移動し退没位置に戻る。従って、インキでポケッ
トを汚すことを防止することができる。
【００３５】
外筒１２の案内孔１２ａから外径方向に突出する係止突起２６ａは、径方向内方に撓むこ
とができるため、組み立てる際も、この撓み性を利用して、後筒１４の前方から係合体２
６を押し入れることで、後筒１４内に組み付けることができる。
【００３６】
次に、図７ないし図１２は、本発明の第２実施形態を表す図である。
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【００３７】
このノック式筆記具３０は、後筒３４、後筒３４の先端に螺着される先筒３６及び先筒３
６の先端に螺着される先具３８とからなる外筒３２を備えており、外筒３２内には、筆記
媒体としてのレフィール４０が軸線方向に移動可能に挿入収納されている。先具３８の内
部に形成された段部３８ａとレフィール４０に形成されたバネ受け４０ａとの間に弾性体
であるバネ４２が介挿されており、バネ４２はレフィール４０を常時、後方へ付勢してい
る。
【００３８】
レフィール４０の後端は係合体４６に挿入されており、レフィール４０と共に係合体４６
が外筒３２内を移動するようになっている。係合体４６の周面には、図９に示すように外
径方向に突出した係止突起４６ａが形成されると共に、係止突起４６ａの３方を取り囲む
ようにしてスリットであるＵ字状孔４６ｂが形成されている。このＵ字状孔４６ｂによっ
て係止突起４６ａは、径方向内方に撓むことができるようになっている。また、係合体４
６の係止突起４６ａよりも後方で、且つ周方向から見て係止突起４６ａから略±９０度離
れた位置に、後述のノックバー４５のカム部４５ａに係合するカム受部４６ｄが形成され
ている。カム受部４６ｄは、それぞれ傾斜面となった第１カム面４６ｄ１及び第２カム面
４６ｄ２と、これらの第１カム面４６ｄ１と第２カム面４６ｄ２の交差点に形成された凹
部４６ｄ３とを有している。
【００３９】
係合体４６の後端は、ノックバー４５の中に摺動可能に挿入される。ノックバー４５には
、図１０に詳細に示したように、その先端に前記係合体４６のカム受部４６ｄに係合する
カム部４５ａが形成されている。カム部４５ａは、それぞれ傾斜面となった第１カム面４
５ａ１と第２カム面４５ａ２と、第１カム面４５ａ１と第２カム面４５ａ２の交差点にあ
って、先端に向かって鋭利な形状となった頂部４５ａ３と、を有している。また、ノック
バー４５の外周面には、軸線方向に伸びる縦リブ４５ｄが複数形成されており、対応する
後筒３４の内周面には、縦溝３４ａが形成されており、縦リブ４５ｄと縦溝３４ａとが嵌
合することで、ノックバー４５は外筒３２に対して相対回転不能となっている。
【００４０】
ノックバー４５の後端はノック体４４内に圧入されて、ノックバー４５とノック体４４と
が一体的になっており、ノック体４４は後筒３４より後方に突出して外方に露出している
。ノック体４４と係合体４６との間には、両者を軸方向に離間する方向に付勢するバネ４
７が介挿されている。
【００４１】
外筒３２の外周後部には、クリップ４８の基端４８ａが嵌着されている。クリップ４８は
、第１実施形態のように一体品であっても良いが、この実施形態では、金属製のクリップ
本体４９と、クリップ本体４９の反基端部に取り付けられたプラスチック製のクリップ飾
り５０とからなっている。クリップ飾り５０の裏面には、外筒３２の方へ突出する係止受
け突部４８ｂが形成されている。係止受け突部４８ｂの後部には、後方に向かうに連れて
漸次高さが低くなるよう傾斜した傾斜面４８ｃ（図８）が形成される。また、係止受け突
部４８ｂの前端側には、図１１に示したように、前方に向かうに連れて漸次幅が狭くなる
よう傾斜したカム面４８ｄが形成されると共に、前方に向けて開口し前記係止突起４６ａ
を収容可能な係止受部４８ｅがカム面４８ｄの後端に連設されている。また、クリップ飾
り５０の裏面の両側部には、図１１に示したように、クリップ本体４９の突部４９ａを受
けるための凹部５０ａが形成される。
【００４２】
外筒３２（後筒３４）の外周面には、係止受け突部４８ｂに対応して案内孔３２ａが形成
されている。図７の点線で示すように、案内孔３２ａは、係止受け突部４８ｂ（仮想線で
示す）に対して横方向片側だけが係止受け突部４８ｂよりも幅広くなっている。案内孔３
２ａの後端には、後方に向かうに連れて漸次、係止受け突部４８ｂの在る側に向かうカム
面３２ｂが形成されている。
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【００４３】
この案内孔３２ａを係合体４６の係止突起４６ａが貫通している。また、前記ノックバー
４５のカム部４５ａの頂部４５ａ３は、図８に示したように、レフィール４０が外筒３２
内の退没位置にあるときに、凹部４６ｄ３と軸線方向同一線上になるように設定されてい
る。
【００４４】
以上のように構成されるノック式筆記具の作用を図１２を参照しながら以下に説明する。
【００４５】
非使用時、レフィール４０は、バネ４２によって後方へ付勢されて、外筒３２内に完全に
収納された退没位置にある。このとき、係合体４６の係止突起４６ａは案内孔３２ａのカ
ム面３２ｂの最後端で案内孔３２ａに当接しており（図１２（ａ））、係合体４６及びレ
フィール４０がこれ以上後方へ後退するのを阻止している。
【００４６】
次に、レフィール４０を使用するため、使用者がノック体４４を前方に向けてノックする
と、ノックバー４５のカム部４５ａの頂部４５ａ３が、係合体４６のカム受部４６ｄの凹
部４６ｄ３に係合して、係合体４６を前方へ押し出す（図１２（ｂ））。係合体４６の係
止突起４６ａはクリップ４８の係止受け突部４８ｂに干渉するが、係止受け突部４８ｂの
傾斜面４８ｃに摺接し、係止突起４６ａはその撓み性を利用して、傾斜面４８ｃに沿って
外筒３２内へと潜り込むので、係止受け突部４８ｂを通過することができる。カム部４５
ａの頂部４５ａ３がカム受部４６ｄの凹部４６ｄ３に係合しているので、係止突起４６ａ
は、横方向にそれて係止受け突部４８ｂから逃げるようなことがなく、軸線方向にまっす
ぐに前進し、係止受け突部４８ｂを通過する。
【００４７】
係止突起４６ａは係止受け突部４８ｂを通過した後、案内孔３２ａの前端まで到達する（
図１２（ｃ））。
【００４８】
次いで、使用者がノック体４４への力の付加を緩めると、バネ４２によりレフィール４０
及び係合体４６が後方へ移動する。係止突起４６ａは、ノックバー４５のカム部４５ａの
頂部４５ａ３が凹部４６ｄ３に係合したままで、横方向にそれることなく、軸線方向にま
っすぐに後退し、係止受け突部４８ｂのカム面４８ｄに当接する。さらにノック体４４の
力の付加を緩めると、係合体４６の凹部４６ｄ３とカム部４５ａの頂部４５ａ３との係合
が外れ、係止突起４６ａは、カム面４８ｄを摺接し、係止受部４８ｅへと到達して、係止
受部４８ｅと係合する（図１２（ｄ））。これにより、レフィール４０はその後退移動が
禁止され、レフィール４０の先端が外筒３２の先端より突出した前進位置に保持されるの
で、使用に供されることになる。ノック体４４はバネ４７の付勢力によって後方位置に戻
る。
【００４９】
使用が終了し、再び使用者がノック体４４をノックすると、ノックバー４５のカム部４５
ａの第１カム面４５ａ１が係合体４６のカム受部４６ｄの第１カム面４６ｄ１に当接して
、係合体４６を前方へ押し出す。これにより、係合体４６の係止突起４６ａは、係止受部
４８ｅから離脱し、係止受け突部４８ｂの在る側と横方向反対側へと移動する（図１２（
ｅ））。そして、使用者がノック体４４への力の付加を止めると、係止突起４６ａは係止
受け突部４８ｂの傍らを通って後退し、カム面３２ｂに当接した後、カム面３２ｂを摺接
してその最後端の位置に戻る（図１２（ｆ））。これによりレフィール４０は退没位置に
戻り外筒３２内に収納される。
【００５０】
以上により、第１実施形態と同様の効果が得られる。また、この実施形態では、係止突起
４６ａとは別にカム受部４６ｄが形成されているため、安定してノックバー４５のカム部
４５ａによる係合体４６の誘導動作を行わせることができる。
【００５１】
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次に、図１３及び図１４は、本発明の第３実施形態を表す図である。
【００５２】
上記第１及び第２実施形態では、ノック体２４、４４が外筒１２、３２の後端から突出す
る後端ノック式の筆記具について説明したが、本実施形態では、外筒の側部にノック体（
径方向にノックするものでも、軸線方向にスライドノックするものでもよい）を備える所
謂、サイドノック式の筆記具となっている点で前実施形態と異なっている。
【００５３】
このサイドノック式筆記具６０は、後筒３４の先端に螺着される先筒６６及び先筒６６の
先端に螺着される先具６８とからなる外筒６２を備えており、外筒６２内には、筆記媒体
としてのレフィール７０が軸線方向に移動可能に挿入収納されている。先筒６６の内部に
形成された段部６６ａとレフィール受け７１の前端との間に弾性体であるバネ７２が介挿
されている。レフィール受け７１内にはレフィール７０の後端が挿入されており、レフィ
ール受け７１とレフィール７０は一体的になっている。そして、バネ７２はレフィール７
０及びレフィール受け７１を常時、後方へ付勢している。
【００５４】
レフィール受け７１の前部には、拡径されると共にその後端面がカム面となったノック受
部７１ａが形成されている。また、先筒６６には、先筒６６の周面に揺動可能となったノ
ック体７４が取り付けられている。ノック体７４がサイドノックされ、先筒６６内部へと
揺動されると、ノック受部７１ａのカム面が前方へと押し出されるようになっている。
【００５５】
レフィール受け７１の後端部には、係合体７６が当接しており、係合体７６の位置によっ
てレフィール受け７１及びレフィール７０の位置決めを行うことができるようになってい
る。係合体７６の周面には、図１４に拡大して示すように、第２実施形態の係止突起４６
ａ、Ｕ字状孔４６ｂ及びカム受部４６ｄと同じ係止突起７６ａ、Ｕ字状孔７６ｂ及びカム
受部７６ｄが形成されており、係止突起７６ａは、径方向内方に撓むことができるように
なっている。カム受部７６ｄが、それぞれ傾斜面となった第１カム面７６ｄ１及び第２カ
ム面７６ｄ２と、これらの第１カム面７６ｄ１と第２カム面７６ｄ２の交差点に形成され
た凹部７６ｄ３とを有しているのも第２実施形態と同じである。
【００５６】
レフィール受け７１の後端は、ノックバー７５に連結される。ノックバー７５には、第２
実施形態のノックバー４５のカム部４５ａと同じように前記係合体７６のカム受部７６ｄ
に係合するカム部７５ａが形成されており、カム部７５ａは、それぞれ傾斜面となった第
１カム面７５ａ１と第２カム面７５ａ２と、第１カム面７５ａ１と第２カム面７５ａ２の
交差点にあって、先端に向かって鋭利な形状となった頂部７５ａ３と、を有している。ま
た、ノックバー７５の外周面には、軸線方向に伸びる縦リブ７５ｄが複数形成されており
、対応する後筒３４の縦溝３４ａに縦リブ７５ｄが嵌合することで、ノックバー７５は外
筒６２に対して相対回転不能となっている。
【００５７】
係合体７６の内周面側には、バネ７７が設けられており、このバネ７７は係合体７６とレ
フィール受け７１との間に介挿されて、係合体７６をレフィール受け７１に対して後方に
付勢して、言い換えれば、ノックバー７５の方に向かって付勢しており、さらに言い換え
れば、係合体７６のカム受部７６ｄをカム部７５ａに向かって当接させるように付勢する
役割をするものである。バネ７７は、バネ７２よりはバネ力の弱いものが選定される。
【００５８】
外筒６２の後端には、後端キャップ７８が取り付けられる。また、外筒６２の外周後部に
は、クリップ４８が嵌着される。クリップ４８は、第２実施形態と同じものであるので、
詳細説明を省略する。また、外筒６２の外周面の案内孔６２ａも第２実施形態と同じであ
る。
【００５９】
以上のように構成されるサイドノック式筆記具の作用は、第２実施形態と同様に行われる
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。すなわち、レフィール７０を前進させるため、使用者がノック体７４をノックすると、
ノック体７４がレフィール受け７１を前進させ、レフィール受け７１に連結されたノック
バー７５が前進し、ノックバー７５のカム部７５ａと、係合体７６のカム受部７６ｄとが
図１２（ａ）～図１２（ｄ）と同じ動作を行う。こうして、係合体７６の係止突起７６ａ
が、係止受部４８ｅと係合し、係合体７６によってレフィール７０はその後退移動が禁止
され、レフィール７０の先端が外筒６２の先端より突出した前進位置に保持される。
【００６０】
使用が終了し、再び使用者がノック体７４をノックすると、ノック体７４がレフィール受
け７１を前進させ、レフィール受け７１に連結されたノックバー７５が前進し、ノックバ
ー７５のカム部７５ａと、係合体７６のカム受部７６ｄとが図１２（ｅ）～図１２（ｆ）
と同じ動作を行う。こうして、レフィール７０の先端が外筒６２の先端より退没位置に戻
り、外筒６２内に収納される。以上により、前実施形態と同様の効果が得られる。
【００６１】
次に、図１５ないし図１７は、本発明の第４実施形態を表す図である。図において、前実
施形態と同一の部材は同一の符号を付し、その詳細説明を省略する。この実施形態では、
サイドノック式の筆記具であり、第３実施形態に比べて部品点数を削減している点で異な
っている。
【００６２】
すなわち、この実施形態のノック式筆記具８０の係合体８６は、図１７に示したように、
係止突起８６ａ及びＵ字状孔８６ｂを有しており、係止突起８６ａと周方向に１８０度離
れたところは、スリット８６ｃとなっている。そして、この係合体８６は、スリット８６
ｃを利用してレフィール受け８１の後端にはめ合わされており、レフィール７０の後端を
支持するレフィール受け８１と一体的に外筒８２内を移動することができるようになって
いる。ノックバー７５やバネ７７は省略することができる。
【００６３】
また、外筒８２の案内孔８２ａは、図１６に示したように、係止受け突部４８ｂ（仮想線
で示す）に対して横方向片側だけが係止受け突部４８ｂよりも幅広くなっている。案内孔
８２ａの後端には、後方に向かうに連れて漸次、係止受け突部４８ｂの在る側に向かう後
端カム面８２ｂが形成されている。また、案内孔８２ａの前端には、前方に向かうに連れ
て漸次、係止受け突部４８ｂの無い側に向かう前端第１カム面８２ｃ及び前端第１カム面
８２ｃと連設される前端第２カム面８２ｄが形成されている。
【００６４】
以上のように構成されるサイドノック式筆記具において、レフィール７０を前進させるた
め、使用者がノック体７４をノックすると、ノック体７４がレフィール受け８１を前進さ
せ、レフィール受け８１の後端に連結された係合体８６が前進する。これにより、図１２
（ａ）～図１２（ｄ）の左半分で示したものと同様の、係合体８６の係止突起８６ａと係
止受け突部４８ｂの協働動作がなされて、図１６の矢印で示したように、係止突起８６ａ
が移動し、係止突起８６ａが係止受部４８ｅと係合する。こうして、レフィール７０の先
端が外筒８２の先端より突出した前進位置に保持される。
【００６５】
使用が終了し、再び使用者がノック体７４をノックすると、ノック体７４がレフィール受
け７１を前進させ、レフィール受け７１に連結された係合体８６が前進する。これにより
、係合体８６の係止突起８６ａは、図１６の矢印で示したように、係止受部４８ｅを離脱
し、前端第２カム面８２ｄに到達し、前端第２カム面８２ｄを摺接し、係止受け突部４８
ｂの在る側と横方向反対側へと移動する。そして、使用者がノック体７４への力の付加を
止めると、係止突起８６ａは係止受け突部４８ｂの傍らを通って後退し、後端カム面８２
ｂに当接した後、後端カム面８２ｂを摺接してその最後端の位置に戻る。これによりレフ
ィール７０は退没位置に戻り、外筒８２内に収納される。
【００６６】
この後退動作が確実に行われるために、前端第１カム面８２ｃ及び前端第２カム面８２ｄ
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の境目は、係止受部４８ｅに対向する部分よりも係止受け突部４８ｂ側寄りになるように
形成されている。
【００６７】
以上のように、この第４実施形態によれば、上記実施形態の効果に加えて、部品点数が少
なくて構造を簡単にすることができる。
【００６８】
尚、上記例では、筆記具としてボールペンに適用した例を示したが、これに限るものでは
なく、シャープペンシルにおいても、筆記媒体として芯送り出し機構とすれば、ノック体
の操作で芯送り出し機構を退没位置から前進位置まで移動させることができるので、同様
に適用することができる。また、マーカペンにおいても、筆記媒体としてインキまたはフ
ェルト芯を含みこれらを保持する保持体とすれば、同様に適用することができる。
【００６９】
さらに、上記実施形態では、係合体とレフィール、レフィール受けとが別部品であったが
、これに限るものではなく、筆記媒体、係合体等を一体に形成することも可能である。
【００７０】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１ないし６記載の発明によれば、クリップの基端が外筒に固
定されているため、ノック体のノックと共にクリップが移動することはなく、クリップを
握っていてもノック体のノック操作ができるので、操作性が向上する。また、通常のノッ
ク式筆記具と同様に、ノック体のノックだけで筆記媒体の前進位置、退没位置との切換が
できるので操作性が良好である。その上で、筆記媒体が前進位置にある状態で、ポケット
に筆記具を収納しようとした場合には、クリップの反基端部を動かすと同時に、係止突起
と係止受部との係合が解除されるため、筆記媒体は退没位置に戻ることができる。従って
、筆記媒体によりポケットが汚れたり損傷したりすることを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るノック式筆記具の第１実施形態を表す縦断面図であり、レフィール
（筆記媒体）が前進位置にある状態を示す。
【図２】本発明に係るノック式筆記具の第１実施形態を表す縦断面図であり、レフィール
（筆記媒体）が退没位置にある状態を示す。
【図３】第１実施形態のノック体と係合体とを表す図であり、（ａ）は断面図、（ｂ）は
平面図、（ｃ）は側面図である。
【図４】第１実施形態のクリップを示す図であり（ａ）は側面図、（ｂ）は底面図及び（
ｃ）は（ａ）の矢視図である。
【図５】第１実施形態の外筒（後筒）の平面図である。
【図６】（ａ）ないし（ｆ）は、第１実施形態の外筒の案内孔と係止突起との動作を表す
説明図である。
【図７】本発明に係るノック式筆記具の第２実施形態の平面図である。
【図８】本発明に係るノック式筆記具の図７の８－８線に沿ってみた図である。
【図９】第２実施形態の係合体の（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は（ｂ）図の
９ｃ－９ｃ線に沿って見た断面図である。
【図１０】第２実施形態のノックバーの（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は（ｂ
）図の１０ｃ－１０ｃ線に沿って見た断面図である。
【図１１】第２実施形態のクリップの裏面を表す図である。
【図１２】（ａ）ないし（ｆ）は、第２実施形態の外筒の案内孔と係止突起との動作（左
側）、及びカム受部とカム部（右側）の動作を表す説明図である。
【図１３】本発明に係るノック式筆記具の第３実施形態を表す縦断面図である。
【図１４】図１３の後部部分拡大図である。
【図１５】本発明に係るノック式筆記具の第４実施形態を表す縦断面図である。
【図１６】第４実施形態の外筒の案内孔を表す図である。
【図１７】第４実施形態の係合体を表す斜視図である。
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【符号の説明】
１０，３０，６０，８０　ノック式筆記具
１２，３２，６２，８２　　外筒
１２ａ，３２ａ，６２ａ，８２ａ　案内孔
１２ｂ，３２ｂ　カム面
２０，４０，７０　レフィール（筆記媒体）
２２，４２，７２　バネ（弾性体）
２４，４４，７４　ノック体
２５，４５，７５　ノックバー
２５ａ，７５ａ　カム部
２５ｂ　第１カム面
２５ｃ　第２カム面
２６，４６，７６，８６　係合体
２６ａ，４６ａ，７６ａ，８６ａ　係止突起
２６ｃ　傾斜面
２８，４８　クリップ
２８ａ，４８ａ　基端
２８ｂ，４８ｂ　係止受け突部
２８ｃ，４８ｃ　傾斜面
２８ｅ，４８ｅ　係止受部
４６ｄ，７６ｄ　カム受部
８２ｄ　前端カム面
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(13) JP 3626041 B2 2005.3.2



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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